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月寒九条の会ではホームページを開設して
います。「月寒九条の会」で検索するか、
http://www.geocities.jp/tsukisamu9/にアクセ
スしてください。 

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
う

た
の
会
「
木
い
ち
ご
」
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
合
唱
と
、
呼
び
か

け
人
に
も
な
っ
て
い
る
村
場

辰
彦
氏
ら
に
よ
る
「
村
場
流
八

丈
太
鼓
」
の
演
奏
が
さ
れ
ま
し

た
。
太
鼓
の
演
奏
は
会
場
か
ら

の
飛
び
入
り
も
あ
り
、
勇
壮
で

な
ご
や
か
な
演
奏
と
な
り
ま

し
た
。 

 

高
崎
暢
弁
護
士
に
よ
る
「
安

倍
政
権
の
改
憲
の
狙
い
と
平

和
憲
法
の
輝
き
」
と
題
す
る
講

演
（
裏
面
に
概
要
）
の
後
、「
月

寒
九
条
の
会
」
設
立
総
会
に
移

り
ま
し
た
。 

  

総
会
で
は
、
呼
び
か
け
人
の

一
人
で
あ
る
結
城
さ
ん
が

開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
野

口
さ
ん
に
よ
る
経
過
報
告

の
あ
と
、
申
し
合
わ
せ
事

項
を
承
認
し
、
代
表
世
話

人
（
共
同
代
表
）
と
七
名

の
世
話
人
を
選
出
し
ま
し

た
。
な
お
、
世
話
人
に
女

性
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
後
日
、
女
性
の
世
話

人
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
、

三
浦
さ
ん
が
追
加
さ
れ
、

世
話
人
は
八
名
と
な
り
ま

し
た
。 

 

選
出
さ
れ
た
役
員
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。 

☆
代
表
世
話
人
（
共
同
代
表
） 

 

奥
田
仁
（
北
海
学
園
大
教
授
）、

三
上
一
成
（
三
上
整
形
外
科
医

院
院
長
） 

☆
世
話
人 

加
藤
兼
一
郎
（
元
会
社
員
）、

加
納
春
平
（
元
北
海
道
農
試
）、

鈴
木
徹
郎 

（
労
働
組
合
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
理
事
）、
高
畑
滋

（
元
森
林
総
研
）、

野
口
敏
夫
（
北
海

学
園
大
院
生
）、
三

浦
洋
子
（
新
日
本

婦
人
の
会
）、
村
越

雅
雄
（
北
海
商
科

大
教
授
）、
吉
野
正

敏
（
自
由
が
丘
教
育
と
協
同
の

研
究
所
） 

 

な
お
、
事
務
局
は
当
面
、
野

口
、
加
藤
、
加
納
、
鈴
木
で
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

会
に
対
す
る
ご
意
見
は
電
子

メ
ー
ル
も
し
く
は
、
野
口
、
加

藤
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

「月寒九条の会」第2回例会 

 憲法と平和を語る集い 
１０月１９日(土)午後1時30分～4時 
 月寒公民館(月寒中央通７丁目 月寒交番裏)  

○ミニライブ（1時30分より） 

  ギター演奏＆コーラス  

   吉田拓将と仲間たち 

：北海道自由ヶ丘学園スクール 

○講演（2時より） 

  聖書が描く「平和をつくり出す人」 
 石垣弘毅：日本キリスト教団月寒教会牧師 

      黎明幼稚園理事長 

  資料代300円(高校生・中学生無料) 

「
月
寒
九
条
の
会
」
は
、
６
月
２
９
日
午
後
、
東
月
寒
地
区
セ
ン
タ

ー
に
て
、
８
０
名
を
越
え
る
参
加
者
を
集
め
「
憲
法
を
考
え
る
講
演

と
音
楽
の
集
い
」
を
開
催
し
、
豊
平
区
内
で
５
番
目
の
「
九
条
の
会
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。 

 

月
寒
九
条
の
会
ス
タ
ー
ト 

 
     

 
 
 
 

 
講
演
会
、
設
立
総
会
開
催 

月
寒
九
条
の
会 
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挨拶する結城さん 

「村場流八丈太鼓」の演奏 

「木いちご」のみなさんによる合唱 
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講
演
を
行
っ
た
高
崎
弁
護

士
は
、「
改
憲
派
は
日
本
の
憲

法
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し
つ

け
ら
れ
た
と
い
う
が
、
新
憲
法

は
戦
後
の
日
本
で
積
極
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
。
押
し
つ
け

と
い
う
な
ら
、
日
米
軍
事
同
盟
、

軍
事
基
地
こ
そ
押
し
つ
け
」
と

指
摘
。「
９
条
改
定
は
難
し
い

と
見
て
、
９
６
条
改
定
を
持
ち

出
し
た
安
倍
首
相
は
、
改
憲
派

か
ら
も
邪
道
と
批
判
さ
れ
て

い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
し
か

し
、「
安
倍
首
相
は
、
９
条
改

憲
の
前
に
も
解
釈
改
憲
で

日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
一
緒

に
戦
争
の
で
き
る
国
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
安

倍
政
権
の
危
険
性
を
指
摘
。

「
改
憲
に

反
対
す
る

幅
広
い
運

動
を
作
っ

て
い
く
と

と
も
に
、選

挙
で
改
憲

派
を
少
数

派
に
追
い

込
む
こ
と

こ
そ
大
切
」

と
語
り
ま

し
た
。 

 

共
同
代
表 

奥
田 

仁 

 

カ
ン
ト
は
そ
の
「
恒

久
平
和
の
た
め
に
」
に

お
い
て
軍
備
の
放
棄
や

共
和
制
を
主
張
し
て
い

ま
す
。
特
に
後
者
は
民

主
国
家
の
間
で
は
戦
争

は
起
き
な
い
と
す
る
民

主
的
平
和
論(D

em
o- 

cra
tic 

P
ea

ce

）
の
源
流
に
な

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
は
あ

っ
て
も
、
平
和
に
と
っ
て
民
主

主
義
が
決
定
的
に
重
要
な
要

件
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
首

肯
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
二

つ
は
メ
ダ
ル
の
表
と
裏
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
「
何

が
民
主
主
義
か
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
英
国
の
雑
誌
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
で
は
「
民
主
主
義
指
数
」

を
発
表
し
世
界
１
６
７
カ
国

を
、
民
主
国
２
５
、
瑕
疵
の
あ

る
民
主
国
５
４
、
民
主
専
制
混

合
国
３
７
、
専
制
国
５
１
に
分

類
し
て
い
ま
す

(2
0
1
2

年
版)

。

そ
こ
で
日
本
は

民
主
国
に
分
類

さ
れ
て
は
い
ま

す
が
、
そ
の
順

位
は
ほ
と
ん
ど

最
下
位
に
近
い

２
３
位
で
す
。

ま
た
チ
ュ
ー
リ

ッ
ヒ
大
学
と
ド

イ
ツ
の
研
究
所

が
行
っ
た
別
の

研
究
で
は
、
対

象
と
し
た
３
０
カ
国
の
う
ち

日
本
は
２
５
位
で
し
た
。 

こ
こ
で
民
主
主
義
の
指
標

化
を
め
ぐ
る
議
論
に
立
ち
入

る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二

つ
の
こ
と
は
言
え
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
ま
だ
遠

い
道
の
り
で
あ
り
一
時
的
な

逆
行
も
見
ら
れ
る
が
、
長
い
目

で
み
れ
ば
世
界
の
民
主
化
が

恒
久
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
憲
法
９
条
は｢

理
想｣

で

は
あ
る
が
、
６
７
年
間
日
本
が

そ
れ
を
掲
げ
続
け
て
き
た
こ

と
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
し
、

無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。 

も
う
一
つ
は
、
日
本
の
民
主

主
義
も
ま
だ
十
分
な
レ
ベ
ル

に
達
し
て
は
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
憲
法
９
条
と
平
和

主
義
を
説
得
力
を
も
っ
て
世

界
に
訴
え
て
い
く
た
め
に
は
、

日
本
の
民
主
主
義
の
い
っ
そ

う
の
成
熟
が
鍵
に
な
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 

月
寒
九
条
の
会
が
草
の
根

か
ら
こ
れ
に
貢
献
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。 

北の国から 

 「平和・憲法・市民」 
 ーいま声をあげ、動くときー 
   １１月１日(金) １８時～ 

  札幌市教育文化会館 

        (中央区北１条西13丁目)   

講演：行動する市民が世界を変える 

   中央大学教授 目加田説子氏 

出演：沖縄から平和を歌う 

   大工 哲弘 （八重山民謡第一人者） 

  資料代500円(高校生・中学生無料) 

 主催：「平和・憲法・市民」実行委員会 

  （道内81の九条の会で構成、当会も加入） 

 連絡先：たかさき法律事務所（261-7738) 

解
釈
改
憲
の
危
険
性 

高
崎
弁
護
士
指
摘 

９条の理念と民主主義について 

講演する高崎弁護士 


